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TtW y,Ho,A,hO2･vF2はC一軸方向に進む Screw spin 構造をもつこ

とか知られてい る｡ screw の回転角は exehangeenergy を最小にする

ようにきまる. 令,C一軸方向にstreSsを加えるとexchangeintegral

の億が変化し, この stressのもとで安定な screw 構造の回転角も変化す

る｡そこで spinはC一軸のまわりに回転しエネルギーを路子系に放出して,

この stressのもとで安定な screw 構造に緩和してゆ く,通常の強磁性体,

反強磁性体のスピン構造はexchange integralの少しの変化に対しては

安定なのでこのようなことはおこらない,それ故, Screwspin 構造をもっ

磁性体ではNeel点以下で,上に述べた機構からくる特有な音波減衰が 期待

されるOこの機構からくる音波減衰係数の計算をC一軸方向に進む縦波,横
■

波について行なった結果を次に示す｡

n# 〔∂2J(q)/∂p∂Ezz〕2 72Q)2
縦波 : Ql-棚

C55 ∂2J(q)/∂q2 1十72が

ns2 (83 J (q)/∂q∂62xBP Tap

横波 ‥ Qt= 元 ～ ∂2 J(q)/∂qF 1+472aP

ここにSはspinの大きさ, nは単位体積中の spinの数･C35,C44は

elasti占■stiffnessconstant,qは screw のpitch を表す波数,

J(q)厄 占Ⅹchange integralのFourier成分･ ezz,exzは strain･

糾 ま音波の角板劫数, Tはqに対する緩和時間,Ut は横波のエネルギー密

度であるo 横波に比較 して縦波の方かspin系との couplingか強いの･で減

衰も大きい｡ 又,縦波の減衰係衰は音波のエネルギーに依存しないか,横波

の減衰係数は音波のエネルギーに比例する｡
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